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トロス司教座聖堂から出土した動物遺存体（二） （松崎）




場合によっては一部同定に誤りが含まれている可能性がある。ただし一方で、出土した動物遺存体の分析を通して、今後トロス司教座聖堂の評価につながるような知見が得られる期待があること、また あまり 析が進んでいない時期・地域において、継続的に調査成果 報告することに然 べき意義が認められることに鑑み、概報というかたちでまとめることとした。動物種が限 れる上、明白なものも多いため、今後詳細な分析をお なうことによって結果が大きく変わ ことはないと思われるが、このような留保がつく を予 ご了承い だき い。　
分析対象とした動物遺存体は、北翼廊全体に由来するも
































































































































































ス司教座聖堂は、標高約五〇〇メートルの小高い丘陵上に位置しており、最も近い河川からは直線距離にして約六キロメートル、海から 最短でも二五キロメートル以上離れている。加え 地形を考慮すると、移動するには単純な距離以上の労力がかかっていることが予想される。このような場所に魚が持ち込まれた理由につ ては、食用とするためと考えるのが自然である。ただし 出土した魚骨の同定ができ かったため、海水魚なのか、それとも淡水魚なのかは不明である。こ ほかにも魚の状態や加工の有無、入
手方法やその経路など検討すべき課題が残されているが、少なくとも離れた場所から聖堂内に魚が持ち込まれていたことは確実である。交易によって海に近い地域からもたらされたものであるとするならば、ある程度保存の利く状態に加工された後に運ばれた可能性も考えられる。　四．今後の課題　
以上、本年度出土した動物遺存体についての概要を示し
た。昨年度と比べて骨の残りが非常に良く、同定 有効な部位が多数含まれていた。しかし がら、冒頭で述べたとおり、本年度はあくまで仮同定の段階 。今後分析の機会が与えられるならば、同定に至らなかった のも含めて再検討するとともに、骨の表面の観察などをすべきであろう。また、今回は出土地点にかかわらず一括して報告したが、昨年度の調査地点と比べると、骨 出土量には明らかな違いが見られる。地点ごとの出土傾向や量的な差異を検討することができれば 骨の廃棄過程に関する有益 情報が得られる可能性があ 再調査の許可が得られた場合には、そのような点にも注目して分析を進め 必要があるだろう。
図７　魚類の椎骨
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Basilica Excavation Report, Tlos 2015: A tentative report of
            Faunal remains
MATSUZAKI, Tetsuya
During the excavation of the Basilica at Tlos in 2015, we found 
many animal bones. Also in 2014, we found bones and identified some 
species; Mammals (sheep -Ovis aries, goat -Capra hircus, cattle -Bos 
taurus, mouse -Muridae, wild or domestic pig -Sus scrofa); Birds (Pha-
sianidae, Passeriformes); Reptiles (tortoise, snake); Amphibia (Frogs):.
Animals that were identified in 2015 are as shown below.
Mammals: sheep, goat, cattle, wild or domestic pig and mouse
Birds: unidentified
Fishes: unidentified
The total number of bones that were excavated in 2015 is larger 
than that of the last year. Most of bones are identified as sheep or goats. 
Many of the mandibles, the metacarpals and the metatarsals are found, 
but other bones are less. It is likely that people slaughtered domestic 
animals for food and threw the bones away selectively after the Basilica 
was abandoned.
However, the analysis of animal bones has not been completed this 
year. So this report is tentative and we are planning the final report 
next year.
